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去る９月６日から８日にかけて､ 青森県漁業協同組合連合会並びに(社)青森県漁協経営安定対策協会
主催による ｢平成17年度青森県漁協組合長会議｣ が日本海､ むつ湾､ 下北･太平洋の３ブロックで開催
された｡
今回の会議は平成14年11月に開催された全国漁協代表者集会において採択された､ ＪＦグループの運
動方針 (平成15年度から平成17年度までの３ヶ年) が､ 危機意識､ 改革意欲の不足等により十分な成果
が得られなかったことから､ 新たに18年度から３ヶ年の新運動方針策定について､ 青森県としての具体
的な取り組みを決定するため､ 県下漁協組合長及び筆頭職員が出席し開催された｡
下北･太平洋ブロックでは冒頭､ 植村会長が ｢現在の漁業を取り巻く情勢は燃油高騰､ 浜の金融､ 漁

協合併等の問題がある中､ 特に漁協合併については本県の場合15の複数自立漁協で動いている｡ 全国的
に複数自立漁協は特例であるが､ 組合員の理解を得ながら早急に合併実現に向け､ 努力していただきた
い｣ と挨拶を述べた｡
会議では最初に､ 県漁連指導課の熊木課長代理が､ ＪＦグループを取り巻く情勢及びＪＦ事業･組織･
経営改革に向けた新運動方針 (骨子案) 並びに本県としての具体的な取り組み等について説明した｡
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前回の運動方針において取り組んでいるＪＦ合併構想の完遂､ トータルコスト30％削減等全国運動に
ついては､ 引き続き､ 目標達成に向けて取り組んでいくこととするが､ これまでの取り組みの反省を生
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その後､ (社) 経対協の葛西常務が本県の合併推進状況及び今後の課題について説明し､ 最後に本
県としての取組事項も含め､ 新運動方針 (案) について全体討議が行われ､ ３ブロックで協議した内容
を集約し､ 全漁連に提示する決議がなされた｡
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